
　

TESTIMONY礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

通読のツボ
※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します
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来週の奉仕者
（６月２８日）

和田力

西嵜芳栄
佐々木亜弥
泉水浩
李雋英
大宮東子
眞砂永一
山本麻美
眞砂香和
日名陽子
西嵜真由美
河島稜
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　私はいつも思ったことが口に出てしまう。
この前、孫にある事を話したら、「おばあちゃ
ん、神様を信じること」。
この言葉に私は何も言えませんでした。
人の心配より、自分の事も出来ていない私。
まだ私自身が変わっていない。
都合のいいときは神様に祈る。都合の悪い
ときは祈らない。
私のしていることは赦されない罪。

（詩篇19：14）
私の口のことばと、私の心の思いとが御前
に、受け入れられますように。わが岩、わが
贖い主、主よ。

祈ります。主の十字架の血をもって私の心
をきよめ、言葉も思いも主に喜ばれるものと
してください。
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井野川瞳　鈴木結仁

泉水一護

中島好正　富岡凱千

泉水誠

岡本英樹

河島晃太

　

楠田富恵

山崎風

曽我悠真　岡本享子

中山英子 堀川由美　岡本直子

楢村明子

牧　祐　日名聖也

流郷智子

村部直飛

　　

（ ２０２０年６月１４日 ）
（要約者：全本みどり）

黙示録　福澤師

　今週はⅡ歴代誌 (34 章～ 36 章 ) が終わりエズラ記 (1 章～
4章 ) に入っていきます。Ⅱ歴代誌の最後、列王記でも善王と
して記されていたヨシヤをはじめ、5人の王が出てきます。
そして、そのヨシヤ以外は、主の目の前に悪を行った王とし
て記され、「ついに、主の激しい憤りが、その民に対して積み
重ねられ、もはや、いやされることがないまでになった。(Ⅱ
歴 36:16)」とされ南ユダ王国は崩壊しバビロンへ捕囚されて
いきます。エズラ記に入り、エレミヤに告げられた主の言葉
が実現するために、主は異国の王であるペルシヤの王クロス
をも使われました。ただ使われたのではなく、主の宮を再建
させるためにクロス王の霊を奮い立たせたと記されています。
そして、民を開放しささげ物をささげる上に、銀、金、財貨、
家畜をもってそれを援助せよという命令まで下しています。
憤りにより、一度は他国にイスラエルを渡されますが、イス
ラエルを再建するために異国、異教の王を協力させるという
神様の手段は、イスラエルを愛されているという事を感じさ
せます。この箇所では、国や多くのイスラエルの国民に対し
ての事が書かれていますが、同じように神様は私たち一人一
人を特別に愛しておられます。神様の愛の示し方は、私たち
の想像しえないことです。私たちをどのように導こうとされ
ているのか期待しつつ読み進めていきましょう。

牧　一穂　牧師
岩崎祥誉

行司伝道師
日名陽子

　１日　ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ｷｻﾝｶﾞﾗ
　３日　牧三貴子
　６日　牧　唯恵
　８日　谷口則子
　９日　秋山耕平

１０日　金光包子
１４日　近藤大嗣
１７日　酒井弘志
　　　　藤本ちひろ
１９日　日名創真

１９日　岩崎祥誉
２２日　牧　祐
　　　　日名聖也
２３日　泉水　誠
２４日　河島晃太

２８日　鈴木結仁
２９日　流郷智子
３０日　岡本英樹

２５日　中山英子
２６日　楠田富恵
２７日　堀川由美
２７日　岡本直子
２８日　井野川瞳 　

6 月の誕生者
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　一人の人に染み付いた考え方は取ることが本当に大変なこ
とです。生きている社会の知識、今まで見てきたものという
ものが私達の見方を小さく狭め制限していってしまうので
す。ところが、使徒の働き、ルカの福音書の著者であり医者
であるルカが描写しているすべてのストーリーで言えること
は人間の領域を超えた神の働きです。ルカはそれを医学的に
論理的に説明しようとしているのです。
弟子達は元漁師であったりして特に学びをした人々ではあり
ませんでした。そんな弟子たちがパリサイ人達の前で証言を
しているのです。今の裁判を考えてもわかりますが、証言者
は必ず証言に偽りがないこと、偽りであるならば罰を受けて
もかまわないということを宣言をします。証言をするという
ことは罰を受ける可能性があるということです。「証言」の
言語を見ると「命がけ」です。ですから、弟子たちがパリサ
イ人の前でしている証言というものが命がけなのだというこ
とがわかります。おまけにこの裁判は弟子たちを殺すために
パリサイ人達が偽りの証言者をたてて弟子たちに証言をさせ
るという弟子達にとっては非常に不利な偽りの裁判でした。
ですが、弟子たちの証言があまりにも論理的でできすぎてい
るのでパリサイ人達は答えることができないのです。イエス・
キリストは弟子たちに前もって証言の準備しないように伝え
ておられます。このことを通してわかることは、神様がその
瞬間に語りたいことを弟子たちを通して語らせたということ
です。そしてパリサイ人がどういう反応をするかということ
も神様は知っておられたということです。

弟子達がしてもいない罪で告発された時のように、理不尽を
感じる時、心が騒ぐ時…私達は神様に守られているというこ
とを知らなくてはなりません。「シティ・オブ・エンジェル」
という映画があります。天使が人間の女性に恋をするという
ラブ・ストーリーなのですが、ラブ・ストーリーは別として
このストーリーの中には大切なテーマがあります。「私は信
じない。」という女性の言葉に対して「信じることができな
くても、真実なんだ。」という天使の言葉、つまり、私達が
信じるか信じないかは関係なく真実は真実であるということ
がテーマです。私達が聖霊様や御使いの存在が信じられよう
が信じられまいが神様はこの存在が真実としてあると伝えて
いるのです。

肉に従う道と御霊に従う道のどちらを選びますか？聖書は昔
から「霊・魂（知識・意思・感情）・肉」を整えることを伝
えています。ダビデも神様の言葉に従って自分の魂を管理し
ようとしました。私達も肉の思いに生きない道を選ばなけれ
ばいけません。正しい道を選べるように聖霊様はあなたの内
に住んでくださっています。心に訴えかけ、良心に正しい決
断を促し、それも聞けないくらい良心が消え去って感情的な
ものが高ぶっている時も聖霊様は働かれながら、御使いは私
達に近づいて涙を拭い、慰めようとしています。私達が一人
だと思った時も、人に裏切られた時も、絶望の淵にいる時も、
大失敗して自分の人生が壊れてしまった時も…正しい答えを
与えて道を誤らないように正しい決断ができるように働いて
いるのです。いつも共にいて「平安であれ。私の語る言葉を
聞きなさい。」と語って下さっているのです。これを聞ける
か聞けないかが「知識」で生きる人と「知恵」で生きる人と
の違いです。知識で生きると本当の真実が目の前にあらわれ
ても受け入れられません。その証拠に知識人であったパリサ
イ人や律法学者達は目の前に真実（キリスト）があらわれた
のに十字架にかけて殺しました。

律法学者でありパリサイ人であったガマリエルは自分の同
胞たちが感情的になって間違ったことをしようとしている
時に冷静に客観的に情報を提供しました。そしてその伝え
方は否定ではなく同胞が正しい決断をできるように促すも
のでした。これが客観的目線（神の視点）です。私達は問
題が起こると当事者として非常に狭い側面で物事を見てし
まいます。傷つけられた、あの人にこう言われた、私は被
害者だ…と思ってしまいます。そして私達の客観性は現在
の客観性しかありません。しかし、神の客観性ははじめで
あり終わりなのです。過去と将来がそこにあるのです。つ
まり、過去に神様の知恵というファンデーションを塗られ
るので将来が生み出されるのです。ですから、「今」だけを
見てあきらめるという決断はありません。ステパノが石打
ちで殺された時の首謀者はサウロ（後のパウロ）でした。
サウロの師はガマリエルであったのに師のようになってい
ませんでした。どれだけ素晴らしい師の元で知識を学んで
もサウロはサウロでしかなかったのです。ところが、その
知識を学んだサウロはキリストに出会った後に、学んだ知
識（過去）の上に神の知恵を得ました。そしてパウロに変
わりました。パウロに変わった彼はガマリエルのように正
しく語る人に変えられていくのです。

①客観的に自分を見て自分をコントロールしてください。
聖霊様に聞いて助けがあることを知ってください。私達は
本来神様と一緒にいたいはずです。ところが、事件が起き
ると神様を離れて悪魔の方へ行こうとします。そんな時に
聖霊様は「そっちではない。こっちだ。」と語り、その声を
聞けるように御使いも助けてくれるのです。そこで私達は
選ぶことができるのです。「そっちに行くな！」と自分の魂（知
識・意思・感情）に言い聞かせることができ、魂の管理者
となれるのです。ですから、今日決断しなければなりません。
その決断を脅かすのが悪魔であり、その決断を助けるのが
聖霊様です。「聖霊様。今私は自分では決断ができません。
この出来事をあなたの目線で客観的に見させてください。」
と祈る時、鷲のように翼をかってのぼっていけるようにな
ります。そこで神様の「前に進め」「戻れ」「とどまれ」と
言われる声を聞くことができるのです。
②問題の解決をしようとする時、相手に向き合う時に当然
厳しさは必要です。しかし、聖霊様と共に相手に決断を促
してください。これは甘やかせと言っているのではありま
せん。いつもガマリエルのような方法でやるように言って
いるのでもありません。いつもやり方は違います。人によっ
て接し方は違います。しかし、否定で相手を排除するので
はなくて相手が正しい決断ができるように向き合ってくだ
さい。

「証者の言葉　知恵の言葉」
　　　　　　　　　　　ルカ21：12~15 使徒5：17~33、34～40 

　　　

まとめ

ガマリエルから学ぶ人生の知恵

私達は守られている

人間の領域を超えた神の働き

肉の思いに生きるな
（使徒 5：1-11 ／ローマ８:5-10）

祈りましょう
　苦しみにあったことは私にとって幸せでした。すべて
の災いと試練はその時は私を苦しめ、痛めつけるもので
す。人生を無にし、台なしにするような出来事、自信を
失わせ将来と希望を取り去るような出来事かもしれませ
ん。しかし、喜んで受け取ります。あなたはステパノの
事件を通してサウロを、また多くの人々を作り変えて
いったからです。そして、散らされた人々によって地の
果てまで福音が伝えられ多くの人々が救われキリストの
証人とされ、私自身もその一人とされたからです。ステ
パノの正しい声を聞けなかったパリサイ人や律法学者達
の間違った理不尽な行動さえも神様の計画を推し進めた
からです。主よ。困難と理不尽の只中にある時にこそス
テパノのようにあなたを見させてください。私はあなた
を見つめます。
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